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QiballQiball

千葉城千葉城

千葉寺千葉寺

（千葉市立郷土博物館）（千葉市立郷土博物館）

アサヒ
ボーリング

センター
京成ホテル
ミラマーレ

千葉県庁

パルコ

千葉興銀

地方裁判所

地方裁判所

高徳寺

県立中央
図書館

文化会館

末広中

市武道館

リブレ京成

千葉高・中

カトリック
千葉寺教会

ハーモニー
プラザ

市消防局
中央署

京葉銀行

中央区役所

千葉銀行

大和橋

千葉神社三井
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新宿公園

明聖高校

本町公園

中央3
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千葉寺三差路

京
成
千
葉
線

至
千
葉

至
松
戸・
京
成
上
野

J
R
内
房
・
外
房
線

京
成
千
原
線

大網街道

大網街道

都川都川
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〈 千葉城 〉

〈 千葉寺と公孫樹 〉

■お問合せ先／Qiball（きぼーる）管理組合
電話：043（308）0380

※道路横断の際車には十分お気を付け下さい。
0 500m 1,000m

千葉中央駅～千葉城（千葉市立郷土博物館）～千葉寺駅千葉中央駅～千葉城（千葉市立郷土博物館）～千葉寺駅
約3.5km約3.5km約3.5km
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京
成
千
葉
線

松 戸

上本郷

松戸新田

みのり台

八 柱

常盤平

五 香

元 山

くぬぎ山

北初富

新 鎌ヶ谷

初 富

鎌ヶ谷大仏

二和向台

三 咲

滝不動

高根公団

高根木戸

北習志野

習志野

薬園台

前 原

新津田沼

京成津田沼

京成幕張本郷

京成幕張

検見川

京成稲毛

みどり台

西登戸

新千葉

京成千葉

千葉中央千葉中央

▲Qiball（きぼーる）

▲千葉城（千葉市立郷土博物館）

（
き
ぼ
ー

る
）

（
き
ぼ
ー

る
）

（
き
ぼ
ー

る
）

Q
i
b
a
ll

Q
i
b
a
ll

Q
i
b
a
ll

　

千
葉
中

央
駅
よ
り

東
に
直
進

し
て
徒
歩

15 
分
圏
内
、

官
庁
街
と

商
店
街
を

結
ぶ
都
市

機
能
の
要

衝
で
、業
務
・
商
業
の
中
心
と
し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
る

地
区
で
す
。こ
の
地
区
に
、街
を
つ
な
ぐ
、機
能
を
つ
な
ぐ
、

人
を
つ
な
ぐ
、を
コ
ン
セ
プ
ト
に
生
ま
れ
た
の
が
、新
た
な

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
「
き
ぼ
ー
る
」で
す
。

　

Q
ib

a
ll

（
き
ぼ
ー
る
）と
は
、「
希
望
の
ボ
ー
ル
」の
意
。

本
棟
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
吹
き
抜
け
に
は
、シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
惑
星
を
想
わ
せ
る
球
体
が
。
実
は
こ
の
球
体
、7
階

か
ら
10 
階
ま
で
の
千
葉
市
科
学
館
の
一
部
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
な
の
で
す
。
こ
の
他
に
医
療
施
設
や
子
ど
も
交

流
館
、子
育
て
支
援
館
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、ビ
ジ
ネ

ス
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、街
と
人
を
つ
な
ぐ
機
能
を
持
っ

た
様
々
な
施
設
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
城

千
葉
城

千
葉
城
（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
）

（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
）

（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
）

　

市
の
中
心
部
で
あ
り
な
が
ら
も
緑
豊
か
な
公
園
に
は
、

文
化
会
館
、中
央
図
書
館
な
ど
の
施
設
が
集
ま
り
別
名

「
文
化
の
森
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、中
で
も
昭
和

42
年（
1
9
6
7
年
）4
月
に
天
守
閣
を
か
た
ど
っ
て
二

の
丸
跡
に
建
て
ら
れ
た
郷
土
博
物
館
は
、往
時
の
風
情
を

か
も
し
出
し
ま
す
。

　

こ
の
郷
土
博
物
館

は
4
層
5
階
建
て
で
、

千
葉
市
の
歴
史
や
千

葉
氏
に
関
す
る
資
料

の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
春
は
、隣

接
す
る
亥
鼻
公
園
か

ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
堪
能
で
き
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

千
葉
寺

千
葉
寺

千
葉
寺

　

千
葉
寺
は
千
葉
市
中
央
区
に
あ
る
真
言
宗
豊
山
派
の
寺

院
で
、坂
東
三
十
三
観
音
霊
場
第
29
番
札
所
で
す
。
正
式
名

称
は
海
上
山
千
葉
寺
と
い
い
ま
す
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、和
銅

2
年（
7
0
9
年
）こ
の
地
を
訪
れ
た
行
基
が
本
尊
と
な
る

十
一
面
観
音
を
安
置
し
た
の
に
始
ま
り
、聖
武
天
皇
の
命
に
よ
り
千
葉
寺

と
称
し
ま
し
た
。
ま
た
、守
護
大
名
千
葉
氏
の
居
城
で
あ
る
猪
鼻
城（
千

葉
城
）に
近
い
こ
と
か
ら
、歴
代
の
千
葉
氏
の
祈
願
所
に
な
り
ま
し
た
。

　

境
内
の
県
指
定
天
然
記
念
物
の
イ
チ
ョ
ウ
の
巨
木
は
、鎌
倉
・
鶴
岡

八
幡
宮
の
イ
チ
ョ
ウ
よ
り
も
大
き
く
、高
さ
約
30
メ
ー
ト
ル
、目
通
り

幹
囲
は
8
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、今
で
は
千
葉
寺
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
親
し
み
深
い
木
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、現
在
で
は
東
京
国
立

博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、明
治
43
年（
1
9
1
0
年
）に
天

文
19 
年（
1
5
5
0
年
）の
銘
が
あ
る
鋳
銅
梅
竹
文
透
釣
灯
籠（
国
の

重
要
文
化
財
）が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲千葉寺と公孫樹

�千葉市�千葉市

　千葉市観光協会　千葉市観光協会

�千葉市観光協会
�千葉市観光協会

（
せ
ん
よ
う
じ
）

（
せ
ん
よ
う
じ
）

（
せ
ん
よ
う
じ
）

千葉城（千葉市立郷土博物館）千葉城（千葉市立郷土博物館）千葉城（千葉市立郷土博物館）

■開館時間／午前9:00～午後5:00
　　　　　　（但し入館は午後4：30まで）
■休  館  日／月曜日（但し月曜日が祝日の
　　　　　　場合は翌日休館）
■入  館  料／大人 60円（団体 50円）
　　　　　　小中学生 30円（団体 25円）
　　　　　　※団体は30名以上
■お問合せ／電話：043（222）8231

ご利用案内

CC

CC

CC
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伊勢丹

市民劇場

松戸商工会館

宝光院

妙晃寺
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松戸郵便局

南部小

圓慶寺
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宮前町

角町

小山交差点
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葛飾橋東詰

J
R
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磐
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流
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街
道

新京成電鉄

江
戸
川

新
坂
川

新
坂
川

樋古
根川

樋古
根川

西蓮寺西蓮寺

旧松戸宿の碑旧松戸宿の碑

眼鏡橋眼鏡橋

浅間神社浅間神社
松戸隧道

陣ヶ前

6

464

根本

松戸駅松戸駅

〈 浅間神社 〉

〈 眼鏡橋 〉

※道路横断の際車には十分お気を付け下さい。
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約2.0km約2.0km約2.0km
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松 戸

上本郷

松戸新田

みのり台

八 柱

常盤平

五 香

元 山

くぬぎ山

北初富

新鎌ヶ谷

初 富

鎌ヶ谷大仏

二和向台

三 咲

滝不動

高根公団

高根木戸

北習志野

習志野

薬園台

前 原

新津田沼

京成津田沼

松　戸

▲西蓮寺

▲旧松戸宿 本陣跡地の碑

▲浅間神社

西

蓮

寺

西

蓮

寺

西

蓮

寺
　

西
蓮
寺
は
、山
号

を
光
明
山
と
い
い

ま
す
。
江
戸
時
代

初
期
、
文
禄
3
年

（
1
5
9
4
年
）に

下
矢
切
に
創
建
さ

れ
た
浄
土
真
宗
大

谷
派
の
寺
院
で
、慶

長
18 
年（
1
6
1
3

年
）に
現
在
地
に
移

転
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
蓮
寺
の
歴
代

住
職
は
教
育
に
関

心
が
高
く
、江
戸
時

代
末
期
に
本
堂
で
寺
子
屋
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、明
治

6
年
に
は
、近
隣
で
い
ち
早
く
同
寺
を
仮
校
舎
と
し
、松

戸
小
学
校（
現
在
の
中
部
小
学
校
）が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

境
内
に
は
、教
え
子
た
ち
の
手
で
建
て
ら
れ
た
碑
が
、今

も
松
戸
の
変
遷
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

松
戸
は
、江
戸
時
代
に
参
勤
交

代
の
大
名
が
宿
泊
す
る
本
陣
な

ど
が
で
き
、水
戸
街
道
の
宿
場
と

し
て
発
展
し
ま
し
た
。
今
で
も
多

く
の
寺
社
が
往
時
を
偲
ば
せ
て

く
れ
ま
す
。い
に
し
え
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、歴
史
の
街
「
旧
松

戸
宿
」
を
散
策
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

旧
松
戸
宿
の
碑

旧
松
戸
宿
の
碑

旧
松
戸
宿
の
碑

眼
鏡
橋

眼
鏡
橋

眼
鏡
橋
（
小
山
樋
門
橋
）

（
小
山
樋
門
橋
）

（
小
山
樋
門
橋
）

浅
間
神
社

浅
間
神
社

浅
間
神
社

　

浅
間
神
社
は
比
高
20
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
部
に
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
山
岳
信
仰
の
神
社
で
す
。

　

当
社
の
創
建
は
天
保
年
間
。
祭
神
で
あ
る
木
花
咲
耶

姫
命（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と
）の
御
神
徳
は

極
め
て
高
く
、病
難
危
難
を
祓
い
除
き
、女
人
安
産
子
育

て
の
神
様
と
し
て
有
名
で
す
。

　

祭
事
は
、1
月
1
日
の
元
旦
祭
に
始
ま
り
、2
月
は
節

分
祭
、祈
念
祭
。
7
月
は
大
祭
、弁
天
社
祭
、水
神
社
祭
。

10 
月
は
白
宮
祭
。
11
月
は
七
五
三
祝
祭
、新
穀
感
謝
祭
と

続
き
ま
す
。

　

ま
た
、神
社
を
取
り
巻
く
林
の
木
々
は
「
極
相
林
」
と
い

わ
れ
る
群
集
に
到
達
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
タ
ブ
ノ
キ
等
を
主
体
と
す
る
植
生
が
今
も
維
持
さ

れ
、千
葉
県
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

角
町
の
坂
川
に
架
か
る
橋
が
、通
称
「
眼
鏡
橋
」・「
レ
ン
ガ

橋
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、正
式
に
は
「
小
山
樋
門
橋
」
と
い

い
ま
す
。橋
の
上
は
旧
水
戸
街
道
で
す
。地
元
松
戸
宿
振
興

会
の
町
並
み
保
存
運
動
の
お
か
げ
か
、小
山
樋
門
橋
の
周
り

の
街
並
み
は
な
ん
と
な
く
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。


